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今後は高齢化の進展によって 2012 年時に 462 万
人だった認知症の人は，2025 年には約 700 万人（約






















り，多摩市在住の高齢者 40 名（男性 15 名：年齢






























































































変良かった 10 名，b. 良かった 20 名，c. 普通 1 名
といった回答であり，d. あまり良くなかったおよ
び e. 良くなかったに回答したものはともに 0 名で
あった。
③「スポーツやからだを動かすことは好きですか」
については，a. 大好き 4 名，b. 好き 17 名，c. 普通

































































































































　2009 年に NHK が実施した『健康に関する世論
調査』15）によると，70 歳以上の約 9 割が「健康
に気をつけている」と答えているが，75 歳以上の
医療費は増加しており大きな社会問題になってい
る。WHO の定める健康寿命は，男性 71.19 歳，女
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